



























































































































































































かく、文書や口頭などで離婚通知をすることなど普通は行なわれなかった。 「戸令」に言う棄妻の条件 なる「七出之状」 、すなわち「無子、淫泆、不事舅姑、口舌、盗竊、妬忌、悪疾」に該当しない場合 、法的手段が明示 なかったと考えられよう。離婚通知の手段は明確 なかったので 。　
また、平安貴族は一夫多妻を現実としていたので、夫が他 妻を儲けても前妻と離婚したかどうかを明確にすることも

























































白駒と結婚した恥を、大宰権帥との再婚で隠せると判断しているようだと話している。再婚が「報恩」と連関するわけである。再婚が不可能なのであれば、そもそもは縁談など起こらな 。多夫一妻はあり得ない。面白駒との結婚は、居づらくさせ 「閉め出し」によって、やっと解消されていたこ が確認でき 。　
しかし、解消は妻側の判断であって、夫側がどう考えるかは別である。 『伊勢物語』二四段でも、三年連絡もしなかっ



























主題性を持つからである。そして、離婚に到る経緯もきちんと語られて ると見られ う。この経緯も、 「あいまい 離婚」となるが、蔵人少将には離婚 たい理由がはっきりと語られている。まずはこの次第を追っていきたい。　
一点目の理由は、面白駒と「相婿」になることを嫌ったからである。当時の貴族社会では、身分が違う に相婿となる























































































































































る。その視線は、未練と悲傷に縁どられて、憂愁の念となっている。ここで「三の君の夫の中納言」としているのは語り手になるが、それ 三の君の心内 立ち入っ のものであろう。その着飾った姿を見るにつけ「絶えたりし昔」以前 夫婦生活が思い出されている。未練である。蔵人少将（中納言
（
との関係は「絶え」と認識しても、まだ「夫」だからであ













































「復讐」の一端として構成されたのであった。離婚そのものは、高群がいうように「あいまいな、夜がれ的離婚」を基本としており、その継続で、離婚が観念されてい が、 『落窪物語』で 、それなりに決着を諮っていたことになる。その次第が認められれば、そこに先行研究と拙論との差異 あることに る。さらに、離婚事例を検討し、ま 、 『落窪物語』に見られる結婚事例も扱わなくてはならないが、それらは後の課題 することで ひ まず筆を擱くことにし い。注（１
（　
高
群逸枝『招請婚の研究』 （講談社、一九五三年月
（。
本稿では、 『高群逸枝全集
　
二巻
　
招請婚の研究一』 （理論社、一九六六
『落窪物語』の離婚事情
三五
年三月
（
を使用する。
（２
（　
栗原弘「
『落窪物語』における家族形態について」 （ 『文化史学』
4（、一九八五年一一月
（
（３
（　
服藤早苗「
『落窪物語』にみる婚姻儀礼」 （ 『埼玉学園大学紀要（人間学部篇
（』６、二〇〇六年一二月
（
（
４
（　
小
嶋菜温子「生誕・裳着・結婚・算賀―『落窪物語』の〈家〉と〈血〉―」 （ 『源氏物語の性と生誕』立教大学出版会、二〇〇
四年三月
（、
同「王朝の家と鏡―かぐや姫・落窪の姫君の結婚から」 （服藤早苗編『女と子どもの王朝史』森話社、二〇〇七年四
月
（
（５
（　
拙著『王朝摂関期の養女たち』
（翰林書房、二〇〇三年一一月
（。四七頁。
（６
（　
栗原弘『平安時代の離婚の研究』
（弘文堂、一九九九年九月
（。三二頁。
（７
（　
注（１
（
に同じ。三二五・五八九頁。
（８
（　「
戸令」には「凡棄
レ妻、須
レ有
二七出之状
一。…皆夫手書棄之。与
二尊属近親
一同署。若不
レ解
レ書、画
レ指為
レ記」 （思想大系
（
と
あ
り、 「棄妻」する際には「手書」が必要とされたが、空文化していた。
（９
（　
注（１
（
に同じ。三三二頁
（
（0（　
巻
四の年立は、巻三までの記述とは相違し、四の君の子は、 「この北の方（四の君
（、（落窪君より
（
三
が妹にて、二十五になむ
おはしける。面白の駒は、十四にて婿取りて、十五にて子生みたまへりける」 （巻四・三一一頁
（
と
なっている。子の誕生に関し
ては、巻四のほうが説得的にはなる。
（
（（
　
注（６
（
に同じ。一三九頁。
（
（（
　
注（６
（
に同じ。二四四頁。
（
（（
　
新日本古典文学大系『落窪物語
　
住吉物語』
（岩波書店、一九八九年五月
（
の二二九頁脚注一四（藤井貞和校注
（。
